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SSH探究Ⅱ テーマ検討会が行われました！ 

Stand on the shoulders of giants （巨人の肩の上に立つ） 
アイザック・ニュートン 

SSH探究Ⅱでは5月16日にテーマ検討会が行われました！テーマ検討会は、今考えている研究のテーマや手法、今

後の計画などを大学や高校の先生方、生徒の皆さんと一緒に議論して、今後の研究をさらに良くしていく時間です。
様々な議論を通して、自分たちのテーマを改めて考え直す良い機会になったのではないでしょうか。もう一度テーマ、
手法、計画を「本当にこれで良いのか」と問い直して、さらに研究に磨きをかけていきましょう！ 

物理 運営指導員：仲座 栄三 教授（琉球大学理学部） 
        前野 昌弘 准教授（琉球大学理学部） 化学 運営指導員：照屋 俊明 教授（琉球大学教育学部） 

生物 運営指導員：西田 睦 副学長（琉球大学理事） 
        辻 瑞樹 教授（琉球大学農学部） 
        杉尾 幸司 教授（琉球大学大学院） 

地学 運営指導員：古川 雅英 教授（琉球大学理学部） 

数学 運営指導員：山城 康一 教授（琉球大学教育学部） 

熱血議論中！ 

鋭い質問やアドバイスがも
らえました！ 

生徒の気づき・感想など 

専門用語は一つ一つ説明を
書き加えて、誰にでも伝えるよ
うにする。 

実験回数が少なく、その結果
だけで無理に仮説を立てない
こと。 

プレゼンの内容や発表技法などの表現面で課題が
多かった。 

「倫理的にどうか」という観点は大事 

基本的なことを先生から指導されて考え方が甘かったなと
思った。みんなで話し合って改善していきたい。 

かなりズバズバ言われたけど、課題が見つかって良かった 


